
令和２年度決算の概要

市の
財政は
大丈夫？

■ 財政力指数　0.41
標準的な行政サービスをするためのお金
を、自ら賄える割合
＊県内32市中32位（県内市平均0.72）

■ 経常収支比率　９２.９％
市債の返済など義務的な経費に、市税など
経常的な財源が充てられる割合
＊県内32市中９位（県内市平均 9１.４％）

＊これらの基準を超えると健全化に向けた取り組みが必要になります。

■ 健全化判断比率等（令和2年度決算）

12.77%

17.77%

早期健全化基準＊

25.0%

350.0%

20.0%
（経営健全化基準＊）

今後の
見通しは？

人口減少などにより、市税の増収は見込めない中で、高齢化に伴う医療や福祉な
どにかかるお金、施設の老朽化に伴う維持・更新、道路の整備などにかかるお金な
どが増える見込みです。限られた財源を効率的・効果的に活用していく必要があ
ります。

歳入増はあまり見込めず、節約が必要です

実質赤字比率

指標 内容

連結実質赤字比率

一般会計における赤字の割合 赤字なし

赤字なし

常陸太田市

一般会計のほか、
特別・企業会計も含めた
全会計の赤字の割合

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

２.０％

該当なし

資金不足なし

年間の借金返済額の割合

将来に負担が見込まれる負債
（借金）の割合

公営企業の資金不足額を表す
割合

今のところ健全に運営していますが、決して余裕があるとは
言えません
自治体の財政状況を示す「健全化判断比率等」は健全な数値ですが、市税などの自
主財源が少なく、地方交付税や国県支出金などの依存財源に頼っている状況です。
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市の貯金や
借金は？

貯金（基金）は微増、借金（市債）は年々減少
市の一般会計に係る令和2年度の「貯金（基金）」残高は、前年度と比べ７,５０２万円
増えました。「借金（市債）」は年々着実に減少しており、前年度より７,８７３万円減りま
した。今後も財政状況を考慮しながら運営していく必要があります。
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歳入総額
３３１億９,６０９万円

歳出総額
３１６億８,８４６万円

15億763万円 黒字

令和２年度決算の概要

一般会計
歳入から歳出を引いた収支1５億７６３万円のうち、８億５,２２８万円を令和３年度に繰り越し、
６億5,５３６万円を貯金しました。

自主財源
２６.８％

依存財源
７３.２％

市税
54億2,955万円

使用料・手数料など
10億730万円

繰越金
17億6,709万円繰入金

5億8,93７万円
財産収入
8,751万円

地方交付税
96億1,548万円

国県支出金
110億363万円

市債
21億1,010万円

その他
1５億8,606万円

人件費
49億1,974万円

民生費
42億5,151万円

繰出金
22億5,463万円

公債費
23億4,174万円

教育費
23億8,991万円

土木費
33億9,770万円

その他
121億3,323万円

給与や報酬など

市民税・固定資産税
などの税金

人口減少により恒常
的な増加は期待でき
ない状況です。

国民健康保険など、
他の会計へ
繰り出したお金

借りたお金の返済金

幼稚園や小・中学校、
図書館、公民館などに
かかったお金

道路などの
維持・整備にかかった

お金

ごみ処理、商業、農業、
観光、消防などに
かかったお金

人口や税収などに
応じて国から配分
されたお金

医療や福祉に
かかったお金

国や県が必要と
認めた事業に対して
配分したお金

施設や道路などを
作るときに借りた

お金

高齢者福祉：1億6,280万円
障害者福祉：13億1,079万円
児童福祉：17億1,208万円

＊１、＊2 令和2年度は新型コロナウイルス感染症による経済的影響への緊急経済対策のひとつとして実施した特別定額給付金（国民
一人あたり一律10万円給付）のため、歳入は「国庫支出金」、歳出は「その他」が令和元年度よりも大幅に増加しました。

＊2

＊1
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令和2年度決算の概要

特別会計
すべての会計において、赤字は生じていません。

区分
国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

＊各特別会計の歳出決算額には、委託費や事務的経
費なども含まれているため、被保険者数で割って
も一人当たり医療費・給付費とは一致しません。

52億9,607万円

8億1,425万円

60億6,602万円

△8.9％

15.2％

1.8％

50億9,823万円

8億1,279万円

59億203万円

△9.8％

15.4％

0.5％

歳入決算額 前年度比 歳出決算額 前年度比

合　　計 121億7,634万円 118億1,305万円△2.4％ △3.4％

12,420人

379,403円

令和元年度平均

被保険者数

一人当たり医療費

国民健康保険 令和2年度平均

12,232人

349,642円

被保険者数

一人当たり医療費

後期高齢者医療

10,241人

841,353円

令和元年度平均令和2年度平均

10,181人

807,644円

被保険者数

一人当たり介護給付費

介護保険

18,848人

287,498円

令和元年度平均令和2年度平均

18,958人

288,654円

50億3,767万円

水道事業 工業水道事業 簡易水道事業 下水道事業等

8,796万円 8億6,506万円

76億3,617万円

借入金（企業債）は、上下水道施設等の建設や
更新などのために借り入れたものです。
令和2年度末の残高は、対前年度比で4億
3,253万円の減少となりました。

上下水道事業の借入金の残高

上下水道事業の原価・単価
水道事業………給水原価205円/㎥　供給単価207円/㎥
簡易水道事業…給水原価297円/㎥　供給単価155円/㎥
下水道事業等…汚水処理原価174円/㎥　使用料単価150円/㎥

＊ 給水原価…水道水1㎥当たり、どれだけの費用を要しているのかを表しています。
＊ 供給単価…水道水1㎥当たり、どれだけの収益を得ているのかを表しています。
＊ 汚水処理原価…汚水1㎥当たり、どれだけの費用を要しているのかを表しています。
＊ 使用料単価…汚水1㎥当たり、どれだけの収益を得ているのかを表しています。
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令和２年度

上下水道事業決算の状況
令和２年度の決算は、全ての事業が黒字決算となりました。しかし、水道料金や下水道使用料だけでは事業経営が厳しい
ため、簡易水道事業や下水道事業等については、一般会計から多くの補助金等を繰り入れて経営をしている状況です。

下水道事業等
（公共下水道、特定環境保全公共下水道、農業集落排水、戸別合併処理浄化槽設置整備）

一般会計からの繰入金 長期前受金戻入など収入 下水道使用料 借入金

＊長期前受金戻入…固定資産を取得する際に交付された国の補助金等を、減価償却に併せて毎年度の収入として計上しているもの。

簡易水道事業

減価償却費など 施設の管理、
修繕のための費用

施設の建設、
更新のための費用

借入金の返済

1億7,420万円 1億2,207万円 1億815万円 5,447万円

減価償却費など 施設の建設、
更新のための費用

借入金の返済

収入

工業用水道事業
水道料金

5,838万円 3,058万円 1,164
万円

1,212
万円

施設の管理、修繕のための費用 減価償却費など 借入金の返済
施設の建設、更新のための費用

一般会計からの繰入金
長期前受金
戻入など 借入金

留保資金に
よる補填

4,896万円 2,250万円 2,029万円 1,150
万円

1,224
万円

収入

水道事業
水道料金

5億1,439万円 2億8,633万円4億9,552万円 4億4,580万円

9億7,546万円 4億8,977万円

減価償却費など 施設の建設、
更新のための費用

借入金の返済 施設の管理、
修繕のための費用

留保資金による補填収入

一般会計からの繰入金/ 6,640万円
借入金/ 1億1,600万円

長期前受金戻入など/ 1億4,455万円

一般会計からの繰入金 長期前受金戻入など 水道料金 借入金
留保資金に
よる補填

1億5,675万円 1億1,607万円 1億719万円 9,260万円 3,448
万円

施設の管理、
修繕のための費用

9億2,034万円 8億5,278万円 7億2,477万円 4億
4,377万円

留保
資金による
補填

11億9,101万円 10億1,845万円 4億66万円 3億
8,970万円

3億
1,991万円

上下水道総務課（内線517・518）
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流用・繰越額

1億9,672万円

△2億4,400万円

3億5,555万円

5億6,777万円

8億7,604万円

補正予算額

一般会計【歳入】

区分
予算現額

当初予算額

地方交付税

市税

市債

 国県支出金

その他

合計

90億5,600万円

48億4,363万円

22億4,070万円

43億8,342万円

42億2,425万円

247億4,800万円

92億5,272万円

48億4,363万円

26億5,760万円

57億6,696万円

49億8,933万円

275億1,024万円

59億8,424万円

31億2,107万円

2,830万円

10億7,752万円

27億4,510万円

129億5,623万円

64.7%

64.4%

1.1%

18.7%

55.0%

47.1%

6億6,090万円

10億2,799万円

1億9,731万円

18億8,620万円

繰越額 計
収入済額 収入率

【歳出】一般会計

区分
予算現額

当初予算額

民生費

公債費

総務費

土木費

教育費

衛生費

災害復旧費

その他

合計

77億6,598万円

23億4,181万円

27億2,841万円

41億6,855万円

29億5,073万円

18億5,298万円

29億3,954万円

247億4,800万円

78億9,802万円

22億6,183万円

34億2,864万円

53億3,365万円

33億619万円

21億6,202万円

9,859万円

30億2,130万円

275億1,024万円

32億1,849万円

11億2,228万円

10億7,834万円

13億1,186万円

12億6,055万円

7億2,766万円

2,744万円

11億6,900万円

99億1,562万円

40.8%

49.6%

31.5%

24.6%

38.1%

33.7%

27.8%

38.7%

36.0%

833万円

4,445万円

11億8,698万円

3億3,766万円

1億8,587万円

9,859万円

2,432万円

18億8,620万円

補正予算額

1億2,371万円

△7,998万円

6億5,578万円

△2,188万円

1,780万円

1億2,317万円

5,744万円

8億7,604万円

計
支出済額 支出率

令和3年度予算
執行状況 今年度上半期の歳入・歳出等の状況をお知らせします。

【 一般会計 】 
今年度の歳入歳出予算は、当初247億4,800万円でしたが、新型コロナウイルス感染症対策事業の追加などを4月専
決、6月および9月の定例議会において補正したため、前年度からの繰越事業分とあわせた予算現額は、275億1,024
万円となっています。

【 特別会計 】 
公営企業を除く3つの特別会計の歳入歳出予算は、当初122億2,051万円でしたが、9月の定例議会において補正を
行い、124億3,117万円となっています。

一般会計と特別会計の令和3年9月30日現在の執行状況は次のとおりです。
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市有財産

土地
山林
建物

歳計現金
各種基金
有価証券

40億2,356万円
185億1,192万円

6,416万円

約581ha
約582ha

261,736㎡

区分 内容 区分 内容

公営企業会計
【水道事業】

1億225万円

1億333万円

0万円

1,383万円

2,887万円

3,638万円

0万円

692万円

28.2％

32.7％

0％

50.0％

【工業用水道事業】
区分 執行額 執行率予算現額
収入

支出

収入

支出

収
益
的
資
本
的

11億8,048万円

11億6,266万円

2億8,625万円

8億3,180万円

4億5,699万円

3億1,622万円

0万円

4億9,350万円

38.7％

27.2％

0.0％

59.3％

区分 執行額 執行率予算現額
収入

支出

収入

支出

収
益
的
資
本
的

区分 執行額 執行率予算現額
収入

支出

収入

支出

収
益
的
資
本
的

区分 執行額 執行率予算現額
収入

支出

収入

支出

収
益
的
資
本
的

【簡易水道事業】

18億9,603万円

15億8,573万円

12億7,565万円

14億5,268万円

6億5,288万円

2億8,202万円

2億2,046万円

6億2,461万円

34.4％

17.8％

17.3％

43.0％

【下水道事業等】

特別会計

区分

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

合計

予算現額
当初予算額

52億3,538万円

8億4,298万円

61億4,215万円

122億2,051万円

1億円

58万円

1億1,008万円

2億1,066万円

補正予算額

53億3,538万円

8億4,356万円

62億5,223万円

124億3,117万円

計

19億2,120万円

3億597万円

24億8,088万円

47億805万円

支出済額

36.0%

36.3%

39.7%

支出率

21億5,400万円

3億2,712万円

32億989万円

56億9,101万円

収入済額

40.4%

38.8%

51.3%

収入率

3億9,426万円

4億133万円

2億6,681万円

2億9,043万円

1億4,132万円

9,564万円

1,475万円

1億5,743万円

35.8％

23.8％

5.5％

54.2％
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久昌寺遺蹟❹

延宝５（１６７７）年、水戸城下にあった経王寺が、徳
川光圀によってこの地に移され、久昌寺の名前に
変わりました。明治維新により荒廃し、明治３（１８７
０）年に新宿町の蓮華寺と合併し、移されました。

永田円水の記念碑❺

永田茂衛門、勘衛門父子は数多の難工事を成し遂
げ、その功績を称され勘衛門は徳川光圀から「円
水」の号を与えられました。その汗と努力の結晶で
ある用水路や溜池は今日も田畑を潤しています。
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ま
す
。
多
く
の

学
僧
が
過
ご
し
た
こ
の
エ
リ
ア
で
、
美

し
い
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
歴
史
に

触
れ
る
見
ど
こ
ろ
を
巡
り
、
体
力
づ
く

り
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

文化課（☎72-3201）

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク

て
く
て
く

ウ
ォ
ー
ク
119

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

コ
ー
ス

【
ス
タ
ー
ト
】 

山
吹
運
動
公
園

▼
距
離
…
約
3
㎞

▼
時
間
…
約
１
時
間
半

山寺晩鐘の碑❶
高さ約２ｍの大理石
（寒水石）で造られ
た碑です。徳川斉昭
は漢詩「水戸八景」
の中で「つくづくと
聞くにつけても山寺
の 霜夜の鐘の音ぞ
淋しき」と詠んでい
ます。

県立西山修養道場竣功記念碑❷

西山修養道場（西山研修所）の完成を記念して
建てられた碑です。西山研修所は水戸徳川家か
ら無償で借り受けた土地に、昭和13（１９３８）年、
本市出身の実業家梅津福次郎が設立しました。

雪村の碑❸

横山大観の筆による「雪村」の二文字を刻ん
だ碑です。この碑は昭和１９（１９４４）年８月に、
三昧堂檀林妙見堂（仏教の学問所）跡に雪村
顕彰会の方々によって建てられました。

61

さんまいどうだんりん

❶

❷
❸

❹

❺

山吹
運動公園
新宿町1

START&GOAL

源
氏
川

じょうづる
はうす

体育館山ノ寺
卍 西山研修所

階段

野球場

り
ん

さ
ん
ま
い
ど
う
だ
ん
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国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病
気

や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
み

ん
な
で
支
え
合
う
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

今
回
は
、
よ
く
あ
る
質
問
に
Ｑ
＆
Ａ
形

式
で
お
答
え
し
ま
す
。

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
は
、
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
い

て
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

原
則
、
お
手
続
き
は
不
要
で
す
。
20
歳

に
な
っ
て
か
ら
お
お
む
ね
２
週
間
以
内

に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金

加
入
の
お
知
ら
せ
」、「
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
」、「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」

等
が
送
付
さ
れ
ま
す
（
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
組
合
の
加
入
者
を
除
く
）。
そ
の
後

１
週
間
ほ
ど
で
「
年
金
手
帳
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

免
除
・
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う

と
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

学
生
の
方
で
、
ご
本
人
の
所
得
が一定
額

以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

＊
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学

校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す

る
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の

学
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
は
、
学
生

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
学

生
証
の
写
し
等
）
の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が一定
額
以
下

の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
免
除
・
猶
予
等
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

あ
と
か
ら
納
付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
追
納
を
ご
希
望
の
方
は
、

市
役
所
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

納
付
書
、
口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。
前
納
制

度
に
は
申
込
期
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
り
ま
す
。

納
め
た
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ご
家
族
が
代
わ
り
に
保
険
料
を
納
め
た

場
合
は
、
納
め
た
方
が
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
（
１
６
６
１
０
円
／

月
額　
令
和
３
年
度
）
に
加
え
て
、
毎

月
4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る

と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
み

を
し
た
月
分
か
ら
で
す
。

◆
付
加
年
金
（
年
額
）
は
、「
付
加
保
険

料
納
付
月
数
×
２
０
０
円
」
で
計
算
し
ま

す
。

年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
、
納

付
し
た
付
加
保
険
料
の
合
計
額
に
見
合

う
付
加
年
金
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、年
を
と
っ
た
と
き
の「
老

齢
年
金
」
の
ほ
か
、
不
測
の
事
態
に
備

え
る
「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族
年
金
」

が
あ
り
ま
す
。

◆
障
害
基
礎
年
金
…
国
民
年
金
加
入
中

に
病
気
や
事
故
で
障
害
を
負
っ
て
働
け
な

く
な
る
な
ど
、一定
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
間
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
遺
族
基
礎
年
金
…
万一ご
本
人
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、
残
さ
れ
た
子
や
子
の
あ

る
配
偶
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

国民年金通信
【
各
種
手
続
き
先
】

保
険
年
金
課
年
金
医
療
係

（
内
線
１
１
８
）

【
年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
】

水
戸
北
年
金
事
務
所

（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

Q

国
民
年
金
に
加
入
す
る
か
し
な
い

か
は
、
本
人
の
自
由
で
す
よ
ね
？

Q

加
入
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続

き
が
必
要
で
す
か
？

Q

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Q

保
険
料
を
安
く
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
か
？

Q

保
険
料
を
納
め
る
と
、
税
金
が
安

く
な
る
っ
て
本
当
で
す
か
？

Q

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

Q

年
金
は
、
年
を
と
っ
て
か
ら
し
か

も
ら
え
な
い
の
で
す
か
？
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● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
」
は
詐
欺
で
す

事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

市
役
所
か
ら
「
平
成
26
年
か
ら
平
成
31
年
の
間
で
多
く
納
め
す
ぎ

た
保
険
料
の
還
付
金
の
通
知
を
７
月
頃
に
青
い
封
筒
で
送
っ
た
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。「
手
続
き
は
今
日
中
だ
が
、
取
引
銀
行
は

ど
こ
か
」
と
聞
か
れ
た
の
で
答
え
る
と
、
銀
行
か
ら
電
話
を
さ

せ
る
と
言
っ
て
切
ら
れ
た
。
す
ぐ
に
銀
行
か
ら
電
話
が
あ
り
、
家
の
近
く

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
待
ち
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
と
、

「
急
用
で
い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
電
話
で
手
続
き
を
案
内
す
る
」と
言
わ
れ
、

指
示
通
り
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
通
帳
を
み
る
と
１
５

０
万
円
近
く
引
き
出
さ
れ
て
い
た
。

「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
の
で
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ

う
に
」
と
言
わ
れ
た
ら
還
付
金
詐
欺
で
す
。
行
政
や
金
融
機
関
の

職
員
が
還
付
金
等
の
受
け
取
り
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
行
う
よ

う
に
連
絡
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。「
手
続
き
は
今
日
中
」
な

ど
と
せ
か
さ
れ
て
も
、
慌
て
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
周
囲
に
相
談
す
る

な
ど
、
冷
静
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。一度
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取

り
戻
す
の
は
極
め
て
困
難
に
な
り
ま
す
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

令
和
3
年
第
3
回
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
任
命
の
同
意

を
受
け
、
10
月
5
日
付
で
小

澤
和
彦
氏
が
教
育
委
員
に
新

た
に
就
任
し
ま
し
た
。



常陸太田市からのお知らせ

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-311121

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

親
権
者
等
は
、
児
童
の
し
つ
け
に
際
し

て
、
体
罰
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。
親
の
愛
情
に

よ
る
「
し
つ
け
」
と
し
て
の
行
為
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
が
子
ど
も
に
と
っ
て
害
と
な

る
行
為
で
あ
れ
ば
、
虐
待
で
す
。

◆
児
童
虐
待
と
は

本
来
子
ど
も
を
守
る
べ
き
保
護
者
が
、

子
ど
も
の
身
体
や
心
を
傷
つ
け
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

【
身
体
的
虐
待
】

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
溺
れ
さ
せ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
家
の
外
に
し
め

だ
す
な
ど

【
性
的
虐
待
】

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を

み
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に

す
る
な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
】

乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外
出
す
る
、
食

事
を
与
え
な
い
、
自
動
車
の
中
に
放
置

す
る
な
ど

【
心
理
的
虐
待
】

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
す
る
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を

ふ
る
う
な
ど

◆「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら

虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
は
、
自
ら
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
表

面
化
し
に
く
い
虐
待
を
い
ち
早
く
発
見

し
、
支
援
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
〝
気
付
き
〞
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
子
ど
も
や
保
護
者
の
様
子
に「
何

か
変
だ
！
」「
虐
待
か
も
？
」と
思
っ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ

う
。
通
告
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

◆
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は

子
育
て
を
担
う
こ
と
は
、
大
変
な
こ
と

で
す
。
子
ど
も
に
腹
が
立
っ
た
り
、
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
子
育
て
中

の
保
護
者
の
多
く
が
経
験
す
る
こ
と
で

す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
、
家

族
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
の

虐
待
の
未
然
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
地

域
の
中
で
あ
い
さ
つ
や
、
や
さ
し
い
眼
差

し
を
お
く
る
な
ど
、
ち
ょっ
と
し
た
行
動

が
子
育
て
中
の
親
子
の
支
え
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
自
身

も
周
囲
の
力
を
借
り
る
と
解
決
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
勇
気
を
も
っ
て

S
O
S
を
出
す
こ
と
で
、
ま
だ
気
付
い

て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

＊一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。

＊
暴
力
を
受
け
て
い
た
場
合
は
、
迷
わ

ず
警
察
へ
１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
妊
娠
・
子
育
て
中
は一人
で
悩
ま
ず
に

妊
娠
や
子
育
て
中
は
、
誰
も
が
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
や
心
配
を
感
じ
る
時
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
相
談
・
通
告
先

●「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら

・
児
童
相
談
所　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

…
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

・
子
ど
も
福
祉
課
（
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
こ
こ
キ
ラ
ラ
）
…
72
‐

１
１
０
０

・
太
田
警
察
署
…
73
‐
０
１
１
０

●
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

・
子
ど
も
福
祉
課
（
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
こ
こ
キ
ラ
ラ
）
…
72
‐

１
１
０
０

あの子、
もしかしたら
虐待受けて
いるのかしら…

こんなときはすぐにお電話ください。

子育てが辛くて
つい子どもに
あたってしまう…

にお電話

＊通話料無料

お近くの
児童相談所

専門家が
対応いたします。

近くに子育てに
悩んでいる
人がいる…
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常陸太田市からのお知らせ

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111 22

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

献
血
バ
ス
に
よ
る
献
血
者
数
の
確
保
に

大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
血
液
は

人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

安
定
し
た
血
液
提
供
の
た
め
に
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
と
き
：
12
月
10
日
（
金
）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
45
分
〜

４
時

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所

◆
対
象
：
満
16
歳
か
ら
69
歳
の
健
康
な

方＊
65
歳
か
ら
69
歳
の
方
は
、
60
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
を
実
施
し
た
こ

と
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳
（
お

持
ち
の
方
）

・お
薬
手
帳（
服
用
中
の
お
薬
が
あ
る
方
）

◆
問
：
常
陸
太
田
献
血
連
合
会
（
事
務

局　
健
康
づ
く
り
推
進
課　
73
‐
１
２

１
２
）

◆
と
き
：
12
月
２
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
受
付　
午
前
９
時
30
分
〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議
室

◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
1
1
7
・
1
1
8
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

年
金
相
談

＊休会日以外すべて午前１０時から開会します。
＊１２月定例会で審査される請願の提出期限は、１１月２４日（水）午後５時です。
＊会議の日程・時間等は変更になることがあります。
◆問：議会事務局（内線４３２・４３３）

市議会定例会
月日 議事予定

11月30日（火）

１２月１日（水） 休会（議案調査）
１２月２日（木） 休会（議案調査）
１２月３日（金） 本会議（一般質問）
１２月４日（土）
～５日（日） 休会

１２月１１日（土）
～１２日（日） 休会

１２月６日（月） 本会議（一般質問）
１２月７日（火） 本会議（議案質疑）
１２月８日（水） 常任委員会（総務）
１２月９日（木） 常任委員会（文教民生）
１２月１０日（金） 常任委員会（産業建設）

１２月１３日（月） 休会（議事整理）
１２月１４日（火） 休会（議事整理）
１２月１５日（水） 本会議（委員長報告・採決・閉会）

本会議（開会・議案説明）
（議案の一部 質疑・討論・採決）



土
木
・
建
築
請
負
業
と
し
て
、
主
に
茨
城

県
お
よ
び
常
陸
太
田
市
発
注
の
道
路
改
良

舗
装
工
事
や
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事
、

林
道
開
設
工
事
、
下
水
工
事
等
を
行
っ
て

い
る
水
府
工
務
店
。
民
間
お
よ
び
個
人
の

工
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

民
間
工
事
で
は
大
手
造
船
系
の
火
力
発
電

所
や
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
構
内
の
舗
装
工

事
や
維
持
工
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
県

や
市
と
の
協
定
に
よ
り
、
台
風
や
大
雨
時

に
は
エ
リ
ア
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
震

度
4
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
際
は
真
夜

中
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
災
害
か
ら

市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
日
々
励

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
地
域
環
境
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
実
施
す
る「
茨

城
エ
コ
事
業
所
」
認
定
で
は
「
A
A
A
」

を
取
得
。
地
域
環
境
に
も
配
慮
し
な
が
ら

私
た
ち
の
地
域
社
会
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
頼
も
し
い
企
業
で
す
。

地
道
に
積
み
重
ね
た
歴
史
の
も
と

地
域
に
根
差
し
た
会
社

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

株式会社水府工務店
[ 本社 ] 松平町 49-15

《企業データ》
代表者：平山巖
資本金：2,000万円
TEL：85-0041

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業

23

すいふこども園

運
動
会
で
ひ
ろ
う
す
る

バ
ル
ー
ン
か
っ
こ
い
い

で
し
ょ
♪
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市内に住所を有する令和３年１月生まれのお子さん（１月号掲載分）
12月１0日（金）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んでス
マートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。プリントした写真を持参や郵送していただくことも可能です。広報広
聴課までお送りください。 ＊応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項
申・問

10月23日、国道461号北沢トンネルが開通しました。幅員が狭く難所であった区間が整備され、普段の生活はもちろん緊
急時や広域観光等、交通アクセスが大きく向上。皆さんもぜひ安全運転でご利用ください！

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課
常陸太田市役所　〒313-8611 茨城県常陸太田市金井町 3690　電話 0294-72-3111（代表）

黒澤 弦矢くん11月1日生まれ／東連地町

げんや 木内 こと音ちゃん11月5日生まれ／上利員町

ね 最上 美月ちゃん11月5日生まれ／真弓町

みつき 大和田  伊織くん11月9日生まれ／金井町

いおり

皆川 叶翔くん11月18日生まれ／馬場町

とあ岡崎 冬護くん11月11日生まれ／内堀町

とうご 鈴木 瑛人くん11月12日生まれ／松栄町

あきと 助川 千紘くん11月16日生まれ／栄町

ちひろ

榊 優星ちゃん11月26日生まれ／中利員町

ゆず 富永 しゅりちゃん11月27日生まれ／中城町

伊師 咲花ちゃん11月20日生まれ／真弓町

えな
加藤 瑛斗くん11月23日生まれ／宮本町

えいと

おめでとうございます 11月で1歳ですはじめてのお誕生日


